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実践論文 
初級スペイン語学習者が学ぶべき動詞を考える 
齋藤 華子 
スペイン語の文を読むとき、動詞を理解することは極めて重要である。筆者の担当する大学１、２年
次生を対象としたスペイン語の授業では、オリジナルの語彙リストを配布して語彙学習を促している
が、そのリストを動詞学習にどう役立てるかについても検討中である。本稿では 2017 年度に作成した
語彙リストについて、掲載した動詞が１、２年次生に適していたのかどうかを確認する。初級学習者
が覚えるべき動詞として数は十分だったのか、またレベルは適切であったのかを、セルバンテス協会
のカリキュラムプランを参照しながら検証する。 
Un estudio sobre los verbos que deben aprender los estudiantes japoneses  
de ELE de nivel elemental 
SAITO Hanako 
Al leer una frase en español, hay que obtener la información semántica y sintáctica que 
tiene el verbo. En nuestra clase de gramática del Departamento de Español les damos a las 
estudiantes del primer y segundo curso una lista original de vocabulario español para que 
adquieran su capacidad léxica y, al mismo tiempo, para que aprendan mejor los verbos. En 
este artículo confirmaremos el número y el nivel de los verbos que hemos puesto en la lista 
de vocabulario del año académico 2017, consultando el Plan Curricular del Instituto 
Cervantes, y pensaremos los verbos que deben aprender los estudiantes japoneses de nivel 
elemental. 
1. はじめに 
スペイン語で書かれた文を読んで理解するには、文の骨格を成す「主語＋動詞」を見つけ、動詞
の時制や法を確認し、さらにはその動詞が他の要素とどのように関連して文を構成しているのかを
読み取らなければならない。スペイン語の授業においては、多少の学習順の違いはあるとしても、
繋辞動詞である ser と estar、存在を表す動詞 haber については、その用法を早い段階から時間を
取って学ぶが、他の多くの動詞については、直説法現在をはじめとする時制学習の開始とともに、
その活用形を覚えることに重点が置かれていくだろう。各時制に存在する複数の活用パターンを日
本語話者が覚えるのはたやすいことではなく、スペイン語学習者が最初にぶつかる壁と言ってもい
い。 
清泉女子大学のスペイン語スペイン文学科（以下、本学科）の必修科目である１、２年次生を対象
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としたスペイン語文法の授業でも、動詞の学習に十分時間を取っている。動詞学習が活用形の機械
的な暗記のみに陥らないよう、オリジナルで作成している語彙リストの中では、授業での時制学習
の進度に合うように動詞を提示すると同時に、意味分野別でもグループ化し、共通のテーマの中で
も動詞の意味を覚えていけるようにしてきた。ただし、初級学習者が覚えるべき動詞として、全体
の数が十分だったのか、または多すぎたのか、レベルは適切だったのか、といった検討には至って
いない。 
語彙リスト作成においては、日本の学習者用に出版されている単語集も参考にしながら、掲載す
る動詞を選択してきたが、同時に、今日の日本のスペイン語教育界では『セルバンテス協会のカリ
キュラムプラン（Plan Curricular del Instituto Cervantes; 以下、PCIC と略記）』が普及してきている。
そこで本稿ではこの PCIC を参照しながら、2017 年度の授業で使用した語彙リスト内の動詞につい
て、その掲載数とレベルを確認することとする。また、PCIC の動詞掲載の特徴を確認し、今後の
本学科オリジナル語彙リスト内での動詞の扱いについて、再検討する材料を見つけたい。 
2. PCICとは1 
2.1 PCICとスペイン語教育 
人的移動の進むヨーロッパにおいて、2001 年ヨーロッパ評議会は、「ヨーロッパの言語教育のシ
ラバス、カリキュラムのガイドライン、試験、教科書、等々の向上のために一般的基盤を与えるこ
と（吉島・大橋 2004: 1）」を目的とし、『外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共通参照枠
（Common European Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, assessment；以下、CEFR
と略記）』を策定する。CEFR はスペイン語教育界にも大きな影響を及ぼし、セルバンテス協会
（Instituto Cervantes）2は、それまで３つのレベルしかなかった DELE（外国語としてのスペイン語検
定試験）を改革、CEFR の６つの共通参照レベル（A１から C２）に合わせて新たな級を設置した。さ
らに 2006 年には、スペイン語の各教育機関が、カリキュラムや教材、試験を作成する際に参考に
できる具体的な指針として、共通参照レベルに即したスペイン語の参考指導要項 PCIC を作成、出
版した。CEFR の制定、それに続く PCIC の完成を受け、スペインでは CEFR と PCIC に準拠したテ
キストが次々と出版され始めている3。 
そこで、スペイン語の参考指導要項として普及してきたこの PCIC では、語彙がどのように扱わ
れているのかを見てみたい。 
2.2 PCICの語彙目録 
PCIC では、８章と９章の２つの章がいわゆる語彙リストとなっている。スペイン語を学ぶ際に必要
とみなされる語彙が、CEFR の共通参照レベルに準じた A1 から C2 までの６つのレベルに分けられ
て掲載されている。PCIC の語彙目録を参照することで、教える側・学ぶ側双方にとって、授業で
扱った、または自分が覚えた単語や表現が、CEFR のどのレベルをカバーしているのかを知る手が
かりになる4。 
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８章は「Nociones generales 一般概念」の語彙目録である。「存在」「数量」「空間」「時間」等の７項
目が見出しとなり、さらにそれらの一つ一つが下位項目に細かく分類され、それぞれに語彙がまと
められていく。例として、「1. Nociones existenciales 存在」の中の下位項目「1.1. Existencia, 
inexistencia 存在、欠如」と、「1.4. Cualidad general 一般的特性」の、A1、A2 レベルの記載を
挙げる。各レベルに列挙される語や表現（「▪」部分）に加え、用例（斜体部）も適宜記載されている。 
 
1.1. Existencia, inexistencia 
A1 A2 
▪ (no) haber, tener 
En mi barrio hay dos farmacias. 
En Toledo no hay aeropuerto. 
El piso tiene tres habitaciones. 
Vigo no tiene metro. 
▪ vivir 
▪ no haber ningún 
No hay ninguna farmacia en esta calle. 
▪ nacer, morir 
▪ hacer 
hacer un dibujo 
hacer una tarta 
 
1.4. Cualidad general 
A1 A2 
▪ ser 
Esta cámara es nueva.  
Mi coche es blanco.  
El hotel es grande. 
 
▪ color 
¿De qué color es? 
▪ igual, diferente, parecido, típico 
▪ ser de [material] 
La camisa es de algodón. 
 
９章は「Nociones específicas 特定概念」で、「身体」「教育」「仕事」「余暇」等の 20 の主題と、さら
に細分化された下位主題で構成され、それぞれにあてはまる語彙がレベル別に挙げられていく。例
として「6. Educación 教育」内の下位主題「6.3. Sistema educativo 教育制度」と「6.5. Exámenes 
y calificaciones 試験と評価」の２つを紹介する。 
 
6.3. Sistema educativo 
A1 A2 
▪ clase ~ de español/de matemáticas/de historia 
▪ horario 
▪ examen 
▪ programa (del curso) 
▪ pagar la matrícula 
▪ hacer un curso 
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6.5. Exámenes y calificaciones 
A1 A2 
▪ hacer/tener ~ un examen ・diploma, certificado 
・aprobar, suspender 
3. PCIC語彙目録内の動詞と「2017リスト」の動詞比較 
3.1 方法 
本稿は、本学科１、２年次生用のオリジナル語彙リストの改良のため、まずは語彙リストに掲載する動詞
について、その数やレベルを考えることを目的としている。そこで、PCIC のレベル別語彙目録に出てくる
動詞の扱いと、2017 年度に作成・配布したオリジナル語彙リスト（以下、「2017 リスト」）内の動詞を比べて
みることにした。 
専攻学科でスペイン語を学んでいること、また DELE の B1 レベル以上の合格を、本学科専門科
目の一つとして単位化していることを考えても、基礎固めの２年間で、DELE の A2 レベルを目安に
検証するということが妥当と考え、PCIC の A1 または A2 レベルとされる動詞と、「2017 リスト」
に掲載した動詞の違いを調べることにした。 
前章で紹介した PCIC の８章・９章の語彙目録 A1、A2 を使用し、登場する動詞のみを抜き出して
いった。８章の 1.1 であれば、A1 の haber、tener、vivir、A2 の haber、nacer、morir、hacer を
取り出す、というやり方である。同様に９章の 6.3 からは pagar と hacer を、6.5 では hacer、tener、
aprobar、suspender を抜き出す。動詞句 pagar la matrícula、hacer un curso と掲載されていて
も、その中で用いられている動詞（pagar、hacer）のみをピックアップしていった。また、これら
の例でもわかる通り、異なるレベルや異なる項目に何度も登場する動詞が複数あるが、動詞の出現
回数はここでは触れずに、PCIC の８章、９章に出てくる動詞の種類を一つずつ書き出していった。 
3.2 結果 
3.2.1 PCIC A1、A2レベルの動詞 
PCIC の語彙目録ページに出てくる動詞を、「一般概念」「特定概念」別に、A1 と A2 のレベルに分
け、アルファベット順に並べ替えてまとめた。結果は以下の通りである。 
 
・「８章 Nociones generales 一般概念」内の動詞 
A1 
A: abrir 
C: cambiar, cerrar, costar, creer 
E: empezar, entrar, escribir, escuchar, estar 
H: haber, hablar, hacer 
I: ir 
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L: llegar 
P: pagar 
R: repetir 
S: saber, salir, ser 
T: tener, terminar 
V: venir, ver, viajar, vivir, volver 
 
A2 
（下線は A1 にも出てくる動詞を表す。） 
A: acabar, acostarse, andar 
B: bajar 
C: cambiar, caminar, coger, contestar, correr, cruzar 
D: decir, dibujar, durar 
E: empezar, estar 
G: girar 
H: haber, hacer 
I: interesar, ir 
L: lavar, limpiar, llevar 
M: mirar, morir 
N: nacer, necesitar 
O: oír 
P: pasar, pasear, pesar, pintar, poder, preguntar 
Q: quedarse 
S: seguir, sentarse, ser, subir 
T: tener, terminar, traer 
V: valer, venir 
 
・「９章 Nociones específicas 特定概念」内の動詞 
（斜体は Nociones generales (A1, A2）にも掲載されていた動詞を表す。） 
A1 
A: alquilar, aprender 
B: bailar, bañarse, beber 
C: cambiar, cantar, cenar, comer, comprar, comprender, correr 
D: dedicarse, desayunar, ducharse 
E: entender, escribir, escuchar, esquiar, estar, estudiar 
F: firmar 
H: hablar, hacer 
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I: ir 
J: jugar 
L: lavarse, leer, levantarse, llamarse, llevar, llover 
M: merendar 
N: nadar, nevar 
P: pagar, practicar 
R: repetir 
S: saber, ser 
T: tener, trabajar 
V: vender, ver, viajar, vivir 
 
A2 
（下線は A1 にも出てくる動詞を、斜体は Nociones generales (A1, A2）にも掲載されていた動詞
を表す。） 
A: adivinar, afeitarse, andar, apellidarse, aprender, aprobar 
B: bajar, bañarse, buscar 
C: cambiar, cambiarse, caminar, casarse, cepillarse, chatear, cocinar, coger, cometer, 
compartir, completar, comprar, consultar, contestar, correr, crecer, creer 
D: dar, dejar, deshacer, devolver, dibujar, divorciarse, doler 
E: encantar, enviar, escribir, escuchar, estar 
G: ganar, gustar 
H: hablar, hacer 
I: invitar, ir 
J: jugar 
L: lavar, lavarse, limpiar, llamar, llevar 
M: mandar, memorizar, mirar, montar, morir 
N: nacer, navegar 
O: odiar, oír 
P: pagar, pasear, pedir, peinarse, pesar, pintar, ponerse, practicar, preguntar, preparar, 
presentar(se), probarse 
Q: quedar, quitarse 
R: recibir, regalar, repasar, reservar, responder 
S: salir, sentarse, sentirse, separarse, ser, subir, suspender 
T: tener, tocar, tomar, trabajar, traer 
V: ver, viajar, visitar, vivir 
 
A1 レベルとして掲載されている動詞は、「一般概念」で 27、「特定概念」で 46、A2 レベルでは（A1
実践論文 
 27 清泉女子大学教職課程紀要 第 4 号  
にすでに出てきた動詞は除いて）、「一般概念」34、「特定概念」72 あった。また、「一般概念」「特定
概念」間、A1、A2 のレベル間の重複すべてを除いた動詞の数は、次の 141 となった。 
A: abrir, acabar, acostarse, adivinar, afeitarse, alquilar, andar, apellidarse, aprender, 
aprobar 
B: bailar, bajar, bañarse, beber, buscar 
C: cambiar, cambiarse, caminar, cantar, casarse, cenar, cepillarse, cerrar, chatear, cocinar, 
coger, comer, cometer, compartir, completar, comprar, comprender, consultar, contestar, 
correr, costar, crecer, creer, cruzar 
D: dar, decir, dedicarse, dejar, desayunar, deshacer, devolver, dibujar, divorciarse, doler, 
ducharse, durar 
E: empezar, encantar, entender, entrar, enviar, escribir, escuchar, esquiar, estar, estudiar 
F: firmar 
G: ganar, girar, gustar 
H: haber, hablar, hacer 
I: interesar, invitar, ir 
J: jugar 
L: lavar, lavarse, leer, levantarse, limpiar, llamar, llamarse, llegar, llevar, llover 
M: mandar, memorizar, merendar, mirar, montar, morir 
N: nacer, nadar, navegar, necesitar, nevar 
O: odiar, oír 
P: pagar, pasar, pasear, pedir, peinarse, pesar, pintar, poder, ponerse, practicar, preguntar, 
preparar, presentar(se), probarse 
Q: quedar, quedarse, quitarse 
R: recibir, regalar, repasar, repetir, reservar, responder 
S: saber, salir, seguir, sentarse, sentirse, separarse, ser, subir, suspender 
T: tener, terminar, tocar, tomar, trabajar, traer 
V: valer, vender, venir, ver, viajar, visitar, vivir, volver 
3.2.2 「2017リスト」掲載動詞 
続いて、2017 年度に１，２年次生対象の文法授業内で配布したオリジナル語彙リストに掲載した
動詞を取り出して、アルファベット順にまとめた。 
 
・１年次用リスト掲載動詞 
A: abrir, acostarse, afeitarse, aprender, asistir, ayudar 
B: bañarse, bailar, beber, buscar 
C: caber, caer, cantar, casarse, cenar, cerrar, cocinar, comenzar, comer, comprar, conducir, 
conocer, construir, contar, continuar, corregir, correr, cortarse, costar, creer, cubrir, 
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cumplir 
D: dar, decidir, decir, dejar, desayunar, descubrir, despertarse, devolver, dormir, ducharse 
E: elegir, empezar, encender, encontrar, enseñar, entender, enviar, escribir, escuchar, 
esperar, esquiar, estar, estudiar 
F: fumar 
H: hablar, hacer, huir 
I: invitar, ir, irse 
J: jugar 
L: lavarse, leer, levantarse, limpiar, llamar, llamarse, llegar, llover 
M: mandar, morir 
N: nacer, nadar, nevar 
O: oír 
P: pasear, patinar, pedir, peinarse, pensar, perder, pintarse, poder, poner, ponerse, preferir, 
producir 
Q: quedarse, quejarse, querer, quitarse 
R: recibir, recomendar, recordar, regalar, repetir, resolver, romper 
S: saber, salir, seguir, sentarse, sentir, ser, servir, subir 
T: tener, terminar, tocar, tomar, trabajar, traducir, traer 
U: utilizar 
V: vender, venir, ver, vestirse, viajar, visitar, vivir, volver 
 
・２年次用リスト掲載動詞（１年次用に既出の動詞は除く） 
A: acabar, aceptar, acercarse, acompañar, aconsejar, acordarse, alegrar, alegrarse, amar, 
andar, apagar, aparcar, arreglar, arrepentirse, avisar 
B: bajar 
C: calentar, cambiar, caminar, cancelar, coger, comprender, comunicar, confiar, conseguir, 
contestar, cortar, crecer, cruzar 
D: deber, descansar, desear, destruir, divertirse, doblar, doler, dudar 
E: echar, empujar, encantar, entrar, entregar, explicar 
F: felicitar, firmar, freír 
G: ganar, gastar, golpear, gustar 
I: importar, impresionar, influir, intentar, interesar 
L: lavar, llenar, llevar, llorar 
M: maquillarse, marcar, mentir, merendar, meter, mezclar, mirar, molestar, mover, 
moverse 
N: navegar, necesitar, negar, notar 
O: ofrecer, oler, olvidar, ordenar 
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P: pagar, parar, parecer, partir, pasar, pegar, permitir, pintar, practicar, preguntar, 
preocupar, preparar, presentar, prestar, probar, prohibir, prometer 
Q: quemar, quitar 
R: recorrer, reír, reparar, reservar, respetar, responder, resultar, robar 
S: sacar, saludar, separarse, soler, sonreír, sorprender 
T: tirar 
U: usar 
V: volar 
 
2017 年度の語彙リストには、１年次用に 124、２年次用に 113、合計 237 の動詞を載せていた。 
4. 考察 
4.1 掲載数 
「2017 リスト」では１、２年次合計で 237 の動詞を載せていた。一方、PCIC の A1、A2、および一
般・特定概念内のすべての重複を取り除いた動詞数合計は 141 であった。PCIC は動詞の数をかな
り絞りこんでリストアップしているようである。 
では、日本の初級スペイン語学習者向けとして、「2017 リスト」の動詞の数が多すぎた、という
ことだろうか。参考として、市販の日本人学習者向けの単語集のうち、掲載動詞数のわかる３冊を
確認してみたところ、高垣 (2009) には約 200、吉田 (2011)『入門編』には 128、吉田 (2013) 『初級
編』にも 128 の動詞が掲載されていた。一般学習者用の単語集がおおよそ 200 から 250（吉田の『入
門編』『初級編』を合計すると 256）の動詞を選んでいることからも、「2017 リスト」の掲載動詞数
が多すぎる、または少なすぎる、ということはなかったように思う。また、上野 (2000) の「必修
選択の二外科目で週 2 コマ・1 年コースの受講を想定（上野 2000:202）」した初学者向けの選定語彙
リストを見たところ、動詞は 172 選ばれていた。専攻言語として学ぶ本学科１、２年次生用として、
この 172 を上回ることは、数の上では不思議ではないだろう。 
4.2 レベル 
次に、「2017 リスト」に載せた動詞のレベルを考えてみたい。PCIC の A1、A2 目録にあって、「2017
リスト」に載せなかった動詞は次の通りとなった。「一般概念」「特定概念」に区別せず、アルファ
ベット順に提示する。 
A1  alquilar, dedicarse, haber 
A2 adivinar, apellidarse, aprobar, cambiarse, cepillarse, chatear, cometer, compartir, 
completar, consultar, deshacer, dibujar, divorciarse, durar, girar, haber, memorizar, 
montar, odiar, pesar, probarse, quedar, repasar, sentirse, suspender, valer 
PCIC の A1、A2 レベル動詞 141 のうち、上記の動詞 28 個5を除いた 113 の動詞、つまり A1、A2
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レベルとされる動詞の約８割は「2017 リスト」に掲載していた。2017 年度の語彙リストに入れた動
詞は、PCIC の A1、A2 動詞の約８割のほかに、１、２年次の文法授業の進度に合わせて学ばせたい動
詞を相当数加えていたということになる。 
4.3 語彙リスト追加掲載候補の動詞 
「2017 リスト」には出てこない A1、A2 動詞が 28 あることがわかったが、これらがどのような動
詞であったのかを次に見ていきたい。 
4.3.1 リストに追加したい動詞 
・aprobar 合格する 
・suspender 落第する 
・memorizar 暗記する 
・repasar 復習する 
・dibujar 線で描く 
これらの動詞は、PCIC の「特定概念」目録の下位区分「6. Educación 教育」の中に入っていた。
aprobar, suspender は文法教材の中の例文や練習問題によく用いられる動詞であり、特に aprobar
は語幹母音変化動詞の一つとしても学習すべき動詞である。memorizar、repasar も学業関連の動
詞としてまとめられる。dibujar については、名詞「dibujo 素描、線画、図柄」をリストに載せて
いたので、動詞も同様に掲載して問題ないだろう。 
 
・alquilar 賃貸しする、賃借りする 
・chatear チャットをする 
・divorciarse 離婚する 
alquilar は、「comprar 買う」「vender 売る」と一緒に並べてもよかったかもしれない。インター
ネット関連として「navegar 航海する」を「navegar por Internet ネットサーフィンする」の意で
紹介するのであれば、chatear も入れられるだろう。また、人の一生をテーマとして、「nacer 生ま
れる」「morir 死ぬ」のほか、「casarse 結婚する」「separarse 別れる」をリストには入れていたの
で、divorciarse も追加できる。 
 
・odiar 憎む、嫌悪する 
好き嫌いの表現を扱うとき、授業では最初に「…が好きである」「…が大好きである」の自動詞
gustar、encantar を導入する。gustar を利用して、「あまり好きではない」「まったく好きではない」
ことを表現する仕方も紹介するが、gustar を扱う際にはどうしても、間接目的語を伴って用いられ
る gustar 型の自動詞（「interesar …に興味を持っている」「preocupar …が心配である」等）の学習
を中心としてしまい、他動詞 odiar には触れずに終わってしまう。意味のつながりから言っても、
gustar、encantar の導入と同時に、odiar を一緒に覚える工夫があってもよかった。 
実践論文 
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4.3.2 補足情報が必要な動詞 
・montar 乗る 
「2017 リスト」には「subir 乗る、登る」を載せたが、動作や移動を表す動詞のグループに、ま
たは乗り物を扱うときに montar も入れられる。ただその場合、「montar en... （乗り物に）乗る」
のように、前置詞情報も示す必要があるだろう。 
 
・cometer （ミスなどを）犯す 
・consultar 参照する 
・compartir 共有する 
・sentirse （自分が）…だと感じる 
これらはいずれも次のような表現で PCIC には掲載されている。 
cometer un error ミスを犯す 
consultar un plano/un mapa 市街図を/地図を見る 
compartir piso マンションを共用する 
sentirse bien/mal 気分がよい/悪い 
動詞に対応する訳語だけでは使い方が想像しにくく、やはり PCIC の掲載のように、使い方のわか
る工夫がいるだろう。 
 
・pesar 重さがある 
・girar 回る、曲がる 
・durar 続く、持続する 
・valer （価格が）…である 
これらは「一般概念」に挙げられていた動詞で、それぞれ、次の例文とともに記載されていた。 
¿Cuánto pesa? 重さはどのくらいですか？ 
Cruza el puente y después gira a la izquierda. 橋を渡って、そのあと左へ 
曲がってください。 
¿Cuánto dura el viaje? 移動にはどれくらいの時間がかかりますか？ 
¿Cuánto vale? いくらですか？ 
いずれも日常的な場面で使える表現であるが、これらの動詞も訳語だけでなく、用例とともに覚え
たい動詞になるだろう。 
 
・quedar 取り決める 
・dedicarse 従事する 
・probarse 試着する 
「特定概念」に登場し、目録には用例が記載されていないが、quedar は「8. Ocio 余暇」、dedicarse
は「7. Trabajo 仕事」、probarse は「12. Compras, tiendas y establecimientos 買い物、店、設備」
に入っていることから、「¿Dónde quedamos? どこで会いましょうか？」「¿A qué se dedica usted? 
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あなたのご職業は何ですか？」「¿Puedo probarme estos zapatos? この靴を履いてみていいです
か？」等の表現を想定していると推測される。こうした動詞も、日常表現の中で覚えていく動詞に
するべきだろうか。 
4.3.3 その他の動詞 
・apellidarse …という姓である 
・cepillarse …にブラシをかける 
「お名前は？」と名前を聞く場合、通常「¿Cómo te apellidas? あなたの姓は？」ではなく、llamarse
を用いた「¿Cómo te llamas? 君の名前は？」をまずは教える（覚える）だろう。名詞の「nombre
名前」と同時に「apellido 姓・名字」を学習すれば、apellido から apellidarse の意味を類推できる
かもしれないが、優先順位が高い動詞とは思われない。cepillarse も「cepillarse los dientes 歯を
磨く」として PCIC には紹介されているが、まずは lavarse los dientes を覚えられればよいのでは
ないか。 
 
・cambiarse 変える、変わる 
「cambiarse de casa 引っ越す」として登場していたが、cambiar(se)とともに使われる前置詞は
de や por、en もあり、初級学習者にとっては複雑である。まずは「cambiar 変える、変わる」を
覚えることを目指せば十分かと考える。 
 
・completar 完成させる 
・adivinar 言い当てる 
completar は「Completa la tabla. 表を完成させなさい。」「Completa las frases con los 
demostrativos. 空欄に指示詞を入れなさい。」、adivinar については、「Adivina... …を当ててごら
ん。」というように、練習問題の問題文によく用いられる。授業で用いられる動詞として、たとえば
「elegir 選ぶ」「relacionar 結びつける」「marcar 印をつける」等と一緒にまとめることはできるか
もしれない。 
 
・deshacer 解く、解体する 
「14. Viajes, alojamiento y transporte 旅・宿・交通」の中に、「(des)hacer las maletas 荷物を
スーツケースに詰める（スーツケースの中身を出す）」のように掲載されていた。hacer la(s) 
maleta(s)はコロケーションとして学ぶとしても、あえて deshacer を載せる必要はあるだろうか。
des-という接頭辞が反対の意を表すことを学べば、deshacer las maletas の意味も推測できるよう
になるだろう。 
 
・haber …がある、いる 
１年次では「存在」を表す他動詞として、また学習が進むと、完了時制を作るための動詞として
学ぶが、haber という動詞そのものの対訳を覚える、というよりも、用法を学ぶ動詞としておいて
実践論文 
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よいのではないか。 
4.4 PCIC語彙目録内の動詞の特徴 
PCIC の動詞を確認した結果、本学科１、２年次用「2017 リスト」の動詞は、PCIC 語彙目録の A1
と A2 レベルの約８割をカバーしていた。リストに載せていなかった動詞の多くも、次回は追加する
ことが可能だろう。 
しかしながら１、２年次の授業では、A1、A2 掲載動詞に加え、かなりの数の動詞を覚えさせよう
としていることになる。もし PCIC の A1、A2 動詞を学べばそれらのレベルに到達できるのであれ
ば、PCIC を参考に、動詞をより絞り込んだリストを作り、学生たちの負担を軽くするべきだった
のだろうか。そこで再度、PCIC 語彙目録の動詞の掲載の仕方を見直してみる。 
PCIC の A1、A2 レベルでは動詞の数がかなり制限されているが、前述の通り、同じ動詞を複数回、
様々な項目で登場させている。A1、A2 各レベルの、「一般概念」内に 3 回以上、「特定概念」内に 5
回以上登場する動詞を書き出してみた。 
 
「一般概念」 A1 estar, llegar, salir, ser 
  A2 estar, haber, hacer, ser, tener 
「特定概念」 A1 comprar, escuchar, hacer, ir, leer, ser, tener 
  A2 enviar, hacer, ir, llevar, recibir, reservar, tener, tomar 
 
さらに確認してみると、これらの動詞の中でも、「一般概念」の A1 では ser、A2 では estar が、「特
定概念」の A1 では ir と tener、A2 では hacer と（A1 同様）tener の登場回数が際立って多いこと
がわかった。例として、「特定概念」の A2 レベルに出てくる hacer と tener の記載をすべて抜き出
してみる。 
 
hacer: 
hacer de canguro, hacer ejercicio/gimnasia/deporte, hacer errores, 
hacer fotocopias, hacer fotos/una foto, hacer la compra, 
hacer la lista de la compra, hacer las maletas, hacer senderismo, 
hacer un curso, hacer una fiesta, hacer una redacción/un dibujo, 
hacer una reserva 
 
tener: 
tener buena letra/mala letra, tener calor/frío/sueño/sed/hambre/dolor, 
tener dolor de cabeza/de espalda/de estómago, 
tener el pelo largo/corto/rizado/liso, 
tener el pelo/las manos/los dientes limpios/sucios, 
tener gripe/alergia/fiebre/tos, tener hambre, tener la nacionalidad, 
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tener miedo, tener sed, tener tos/fiebre, tener un hijo, 
tener un seguro de viaje, tener un trabajo en un banco, 
tener una cita/planes, tener una enfermedad, 
tener una entrevista (de trabajo), tener una reunión, 
tener una tienda/un negocio/una peluquería 
 
これらの例を見ると、PCIC の A1、A2 では、限られた動詞であっても、それらを用いていかに多様
な表現ができるかに重点が置かれていることがわかる。つまり出現の多い動詞は、それらと共に使
われる名詞や形容詞も覚えることが推奨されているということになる。確かにそれらは、「hacer 
fotocopias コピーを取る」「hacer la lista de la compra 買い物リストを作る」「tener alergia アレ
ルギーがある」「tener un seguro de viaje 旅行保険に入っている」等、実用的な表現ばかりだが、
日本の初級レベルの学習者にとっては、動詞に続く名詞や形容詞、そのすべてを、当然ながら一つ
ずつ覚えていくことになる。また中には、「hacer de canguro 子守をする」「hacer senderismo 山歩
きをする」「tener buena letra/mala letra 字がきれいである/汚い」等の言い回しも登場し、１、２
年次生にとってA1やA2が、簡単にクリアできるレベルであるとは一概には言えないことがわかる。 
5. スペイン語専攻１、２年次生が覚えるべき動詞を考える 
PCIC の語彙目録 A1、A2 では、動詞の数は限定されていても、名詞や形容詞とセットにした幅広
い使い方が紹介される。厳選した動詞を用いて、日常的に使える表現を学ぶことが重視されている
からであろう。一方、日本でスペイン語を学ぶ学習者にとって、日常生活場面を想定した双方向の
コミュニケーションを練習することができるのは、通常授業内に限られる。口頭・聴解能力に先ん
じて、文法知識が身についていくことは不自然なことではない。限られた学習時間の中、スペイン
語を専攻言語とする学習者がスペイン語の力を向上させるには、授業外での取り組みも重要になる
が、そのとき「読むこと」は個人個人が取り組める有益な活動の一つであろう。４年間のカリキュ
ラムの中、できるだけ早い段階で、新聞記事であれ、文学作品であれ、本物のスペイン語を読むこ
とができるようになるには、意味を伝達するための言語運用にはすぐには結びつかなくとも、動詞
の時制や法を学び、文法知識の土台を先に作っておくことは必要ではないか。このように考えれば、
本学科１、２年次生用の語彙リストにおいては、PCIC の A1、A2 にならってなるべく動詞を絞り込
むというより、これまで通り、時制学習と並行して文法項目別の動詞と、（未掲載動詞も含めて）
PCIC の A1、A2 動詞を載せる、というやり方になっていくだろう。 
ヨーロッパ域内の言語教育を考えて策定された参照枠、それをもとに編まれたスペイン語指導要
項を日本のスペイン語教育に応用する際には、様々な側面からの検証が今後も必要である。しかし
同時に、PCIC に準拠した教材や、CEFR に準拠した DELE 試験が日本で普及していく現実を考えれ
ば、それに応える教育も求められる。語彙リストについても、PCIC の特徴を踏まえて作っていか
なければならない。そのために、次のような掲載方法を考えていきたい。 
・動詞の使い方がわかるように、動詞に伴う前置詞情報を載せる 
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・「コロケーションで覚える動詞」といったまとめ方を考える（cometer un error, hacer la maleta, 
consultar un diccionario 等） 
・「日常表現の中で覚える動詞」といったまとめ方を考える（“¿Cuánto vale? ” の valer、“¿A qué 
te dedicas?” の dedicarse a... 等） 
そのほか、日本の学習者ためには、自動詞・他動詞の違いがわかるような工夫6や、動詞の活用情
報の記載方法も検討課題としたい。こうした明示的な語彙指導について、PCIC の特徴にも目を配
りつつ、今後も考えていきたい。 
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1 PCICの構成については江澤(2010)に詳しく紹介されている。本稿は PCICの語彙目録内の動詞を確認することで、
本学科の動詞学習のヒントを探そうとするものであり、PCIC全体の構成については触れずに論を進める。 
2 Instituto Cervantes は 1991 年にスペイン政府により設立された、スペイン語の振興と教育、スペイン及びスペイ
ン語圏文化の普及のための文化機関である。その東京支部のサイトを見ると、日本語訳は「インスティトゥト・セ
ルバンテス」とされているが、本稿では、PCICについて詳しい紹介のある江澤(2010)を参考としていることもあり、
江澤の訳に合わせ「セルバンテス協会」と呼ぶ。（http://tokio.cervantes.es/jp/about_us_spanish.htm） 
3 たとえばスペイン語教材出版社である SGELの紹介サイトを見てみると、次のような 2つの記載が並んで出ている。
「◆SGEL 社の主要教材は、MCER （Marco Común Europeo de Referencia para las lenguas） / CEFR (Common 
European Framework of Reference for Languages) ヨーロッパ言語共通参照枠のレベル設定を基準としています。
◆SGEL 社の主要教材は、PCIC (Plan Curricular del Instituto Cervantes)―インスティテュート・セルバンテス
の指導要綱に準拠しています。これは、MCER を基礎に作られたスペイン語教育のための指導要綱です。」
（http://www.interspain.jp/educacion/sgel.php） 
4 ただし、PCICは規範ではない。語彙目録ページ序文にも “el inventario de Nociones generales debe considerarse 
abierto（「一般概念」目録は‟開かれたもの”としてみなされなければならない） (Instituto Cervantes (A1-A2) 2007: 
309) ” とあるように、各教育機関や学習環境に応じて必要な語彙を加えたり、レベルを移動したりすることを許容
した目録となっている。 
5 A1、A2どちらにもある haber を１つと数えている。 
6 英語学習において「動詞の自他の区別は、統語構造を決定するもっとも基本的な概念の 1つであるにもかかわらず、
英語教育の現場では十分に扱われているとはいえない（門田・池村 2006:266）」との指摘があることを踏まえれば、
通常、英語のあとに学ぶことになるスペイン語においても、自他の区別の理解を促すより良い方法を見つけなけれ
ばならない。 
